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=硫化茨素の致死下築量がコク ゾウ成虫の感受性に及ぼ す影響 ‥(･ 昆 虫に封 する蕃性ガスの

.ヽ

致死下牢量 ･(Sublet'h,a-Tdose)柵 の影響rt関 する研究 #1報 -i.1J 野 辺 郎 (-)R杯大

串艮畢部品姦寧研究室)21/4.30'受付 ′I

.Ⅰ 緒 言∫
_Li物にたいする化Fit的子引生物Tlの作用にはいわゆる広

I

中致死和瓦 (MinimllムIJQthl｡o～se)を境とL'T二つ?

桝が考えられるO-つは致死的申作用であり他は惜按的

な放妃を!'Pわなし､生理的形常である｡もちろんこの二つI/､
のF'L･州はLTtく別のも?ではなく符接なっなが りを才わ と_ ~｢.■
fF,･えられるカこら,.その雑用研究にあたっては常然平行 し

てなされることが染ましい｡米桝夷は主とし七後者をそ

の野.1負 とし,砧性ガスの域合につt.,てその粥理作用'特に

花山の生矧的性矧こ及ぼす膨幣を板扱つキものであるO･

:&虫の生理的性御 一つとしてこの持性ガスそのもの

に封する感受性 Susccr･t,ibiTity(叉は抵抗性Tkidanctc)

を考えることができるが,いわゆる致死下鞘昆 (Sublや

tllaldose)'がこの感受性に及ぼす形矧 こ関しては牲際

的な歪要性から早 くより連日さh,今日までにかな り多

.(の研究がなされているoGr:lyAKirkpatrick(1929)

は-Red.5CAle及び 恥 ck6eJIeについてこれらをあらか

じめ背教ガス (EOhJ) の任祇哩にさらすと, これ-らL､

昆虫が同矧 こ封する抵抗性を増す蹄班を顎RlしたOこの

瑚触よその後 PrLltt■ctal.(1931.),Lindgrep､(19:7g),ヽ
rusteta】･(1912ft'b,a)等によっても認められ'rそ0;

水場をめぐって多くの研究が冨ねられたoLかしこれら

の研究は殆んどすべてカイガラムシ粗を封象として'′し

かも=[!f概ガスに封する感受性を取扱ったものであって,

他の掘出及び粥刑にかんしてはPet占門(193(,),J･Lindg,en

(1938)･伽n(1917) などの柊かな相打を附 ､SJよあま

りなされ七いな.t､ようでをる｡著者はここに二硫化茨素 :

～(as,)をえらびその致死下垂畳がゴクゾfJ (仇 EJndl･'J′-了

､oryzacLi)'成虫の感JSt･触 こ及ぼす彪響を明かに竺4Jとし

∴て若戸の1.'摺費を訳みたol羽愈そのものはむ しろ預備的な

ものであって未だ満足するような結果を得a'までに至ら

ないが,ここにその概嬰を湘lF!.'･しあわせて二,三の･考YJLi

を加えてみたいと思う｡

米研究l加粥n･'3年F'月よりflJiにわたつで文部省自然

科Pfl_研究究仁一矧 こよって行ったものであr),柑 こ内田

教授の理解ある拝唱とi放軌 こflう.ところが大きい｡ここ

にあわせ記して感謝の忠を試したいよ

n 鷺 最 材 料

群験に用いたコグゾウは'irl'研究hl,:-C･総統飼育中のもの･

…芸苦言mL器差誓 言警 告言3i.;,-i,,Vl.n莞 芸芸謡●l

にはIrT三田yヤーレ (Tl_'lli注1'_'cttl,泊でさ;;.Lr:,CM) を用い,

これに含水flt約11.5%の文米LOOgr･をいれそれぞれコク

ゾウ成郎 0岬 た.1LWT･'rJ産卵させた)況射 場 験現頃と

同じSO08をえらんだ｡ こtltより羽化脱出した成虫は毎

I-日月FLhCD,シャ二二t,に玄米とともに牧容保護t,由体が生′

理的にかなr)安定したとみられる3日目のも?を党旗に

- 肺 ､たこ二硫化淡素は37レク昏赦,oものをつかった9

1 責 濃 方 法 了 .

lil於はつぎのよ･-)な;T･鰍 こしたがってiJ'･つ･I=｡

1.1rulhLL,77茄 (l'..clu-"igL･tit-n)- まづ供諒,tlE虫を桝-At

の致死下鞘肌のCF32で･川抑1根萌した,.即ち恨-#宝とL I

+ 涼抑大仰虎御榔見乱塀即死銭邪蹄 .tlTSL79柁

++.灘小穴死熊取以下のすべての粥IRtを絶挿したもの

である｡もっとも剛 ､致死弗澱も個体に■上り環境樵 ､.

仲により項勤し縛封的なものではないから限界をい■

ゎゆる致死Inlli･iこ対 してきめることは放掛 こいつ七

できない｡ ヽ
又この均,Jh'Rn+((108C)というのは剰 勿の漆虻の

みを欄ナのでな､くこれとpその作m時間との関 (Jrn=

於て光る或る.Eiを窓咋するものと解 していただきた ･

いQ

＼ ヽ l

て550-3';0_Cで一の共栓1イエルフラスコを用意 し･湖 に

こ-まかい日の金網でつ くった長さ4cTn,｡直径 1.501･･の

円筒容音別こ(粍試虫を5噸 ･亭っ封じこんでこれを標茶室内
l

にいれ,(第2の一定量むミク｡ピぺ･'トで吸いとり鯖薫

染内に注入してすげやく栓を施 し,'そらまわ りを糊づけ/

してガ女のもれないよう1にしたのも,･これを恒況井内に

- I4時剛I抑問したO

I..0. 校蛸#4'(Postrull13g凡t王on)- TIJu燥茶を終ってと

rJ山'Li=コクゾウ成山は関々の-yヤーレに移 し玄米を興l
～
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容 し て い わ ゆ 一冬 致 死 重 畳 ? .CS2- 定 足をもつモ:･1時間の
標 茶 を 行 っ た ; 燥 蒜 の 手 続 は 前 任 茶 の 場合のそれと全く

同 じ で あ る . 賃 駿 中 恒 温 誰 は 終 始 30tD_0 -に保った｡

3 二 生 死 の 祝 賀 一 役 燥 茶 を 終 っ て と ♪ 出も亮コクy'_､
.り 成 虫 は 玄 米 と と 射 こ -y/ヤ ー レ に 移 し て 3000の恒温に･

保 護 し ,′音 の L-･1' ･18, 及 び 7軍時 SRt版 に そ れ ぞ れ 生死?別ー

な し ら べ た O 生 死 の 別 を ダ 嘆 す る こ と は 凌 ､な り 困 難でお̀

っ た が 苫 者 は こ れ .を =)(の 5 段 帽 に わ け て 言卸 し て み たO

(1) 'ま っ た く 正 常 の 健 全 固 体 と か わ ら な い iJ;･行 拓 動 を
∫ ′ ′

す る 完 全 な 生 存 個 体 C,

,(2) 脚 の ∵ 部 に 軽 箆 の 航 輝 が み ら れ ,亙 ろ う .･じ て lJ;･く

こ と が で き る が 多 く は 政 行 し , 帖 例 す る と 後 脚 で つ

r っ ぼ り 反 蛸 し よ う と す る が 起 き な お を ご と が で ぎ ず

. 潜 動 夷 清 澄 で な い も の D

(3) 多 く の 場 合 陵 脚 に 地 の 肺 痔 を 起 し ほ と ん ど 歩 行

_ -さ き ず , 断 IIL で も 反 鴎 し よ う と せ ず 口 吻 , 脚 及 由 ､

糊 代 を 緩 徐 に 動 か す も む . _

(ll)一 口 吻 は 下 垂 し て 町 と ん ど 動 か ず , 一 見 死 ん だ 其 う ..

･ 七 み え る が 戚 JTJが 口 吻 よ り 下 に 垂 れ る こ .と な く , 脚

や 欄 ftJを 時 .･* 珪 撃 的 た ゆ る く 動 か し ,.不 動 の と き で .I

~ ＼＼ ー も a',;や 針 の 允 で 判 蛾 す る と 同 様 な こ と が 見 ら れ て 発 ､

＼ 一一 歪 に 死 ん だ と は い え な い も CDh｡

(5) 蛸 ftJ抹 完 全 に 口 吻 下 に 垂 れ さ が り ' 脚 は 多 く の 場

二

′

･ l

ノ慰毎 ~る個勉 数は-殻に奴少したがこの軌こなるとそ

サ ぞ涙 雌 のもの担 聖轡 態に折 する個脚 ;A私 字

ィに増してくる与と,しかもそれがある鴨然的な未知の原 /

因によちて起るらしt､ということが袋験約兆の分析によ､ ･

?て椎即された.-即をそれぞれの状態矧こ汲旺に封する

個体数の分布を･しらべてケるとこ嘩 il胞 の似合はどの状 -' '

L陸のものもその分布がかなり規則的であったが18,~7三時∫1I ′ヽ ノ
間後のそれは次差別こ不鼠則なものとなつ隼 それで本紙

･鮫では(5)の状態bJもののみを死虫とし:･1時打日放の紙如 ､

ち死亡率を計許した｡筑験は伺｣濃乾について反復fl'わ

守Lた∴ ▲/･ .
TV 前癌幕の濃度とコク･/ウ成晶､の感受性劉 ヒ ､

蚊駿は前燥課をこおけるCS2･の濃政にしたがって0'Jl'

S'JG及びLIOmlg･/L･の5匠を琴んで行ったが,この棚倉 ′

t yも･れの尾も翫燥基によって死亡tた個体はま?たくな ･ ･

か っ た.0､D,g･/L･(標準置)ーの場合は煉蒸は行わ机 車 '

超 琴 置 とま?たく同一の手続にしたがって吹払ったoこ

:れ ら の 由 それぞ極 つ＼､て後焼蒸を病 億斑と死亡 率

の 朋 旅 を求めた紙光は妨1衣の如くであ-つた.,
′ 各 IEにたい巨隼後芦琴を行わない封鵬をもうけた̀~

が ,r死亡率はいゴれ▲も0,%を示し'し如;って約1lXの･
瀧 亡率はまったく719正1-や必要がなかったOいま的1栽̀I

､の結果から潰斑二死亡率地組をえ示いてみると約1脚の●
合 く の 字 形 に 硬 直 し て 刺 甘 し て も ま っ た く 動 か な い _

･･､ も ? ｡ . ＼

.後 便 茶 よ l) と_り 出 し た ilL鮫 の コ ク ゾ ウ は ' 紙 蛙 r/低い･

増 合 を 除 い て は ほ とん ど す べ て ｢ 睦 の 肺 酎 状 境 にあって ･

(4)と (5)の 何 れ の 肌 鰻 に 賦 す る か も 決 嘩 吋 個 体が多Iu!づ

た が , 職 ILTの iiつ .に つ れ 七 配 ヒ す る 偶 伽 増加し:州 Ti]

後 に は こ れ ら の 状 勧 ;か な り njJ帆 こ馴 rJ7:･きるようr=な●∴

っ た 拍 車 及 び 7哨 間 後 の 蛎 で は(2)･(3収 び(4)の状 L

ようになる｡これを見るとどの笛もきおめて抜近しよ
く政毎払線を示し七はいるが,ふなりはっきり'と慣別さ
れ ることがわがもOそうして一般に就廟話における班蛇i;:!
が高くなるたっLtてその他鯨が右にづれているようにLh
えるO,さらiここれらの比較を窄みこするため'各笛につ
い七いわゆる中央放死膿鑑(M.I.:I).)を.13lkt193LR,)
の茄 した方法によって求めてみたO'●このl劫台死亡碑の
1'r･,t･i=よ潰蛙の野馳こたいして̀よりもその1'胤=J=いし
てよい直線関係を示したoTrt低張の濃蛇に射してAIL･I).

第 7表 ' 租々なる机T.菜叢の披渡底に封す る後焼喝の亀鑑死亡率閲旅
後 根 靖 の IL o一･1g･/I･･信 一 巨 llHg･/L･笛 i SIllg･/tJ･国

死 亡率 画 由 威 死亡率 桓由 勘 柁LL率･l I .

16mg･/i:周一‡.ootl唱./L､拓
托LL*桓払回F' ･
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って満足させようとしたことは非野島

を免れないか.も知れない｡またたと
＼

えこの壁化の傾向がある程改正しい

ものとしても｣,それぞれ911Ⅰ･L.D

が gF,1問 に示された濃哩-死虫率曲

線のどれをとっても'その中に含ま

'れ得るこ.とか ら推してその襲化の

, 柁蛙もきわめて′Jくさいことを甘党せ

ざるを得ない｡七かしその問に有意

. の差がある･ことを主,,-統計坤 こ吟埠す

t■
るまでもなく'それぞflや 濃密に封

する死亡率が丁,-二の場合を除き前

根熊の潰駿によっていつも同じ暇f;F.

引 rjlづていることからしてもほぼ確

かなことであると一郎 ｡丸Ⅰ･L･_i)･-

とともに ♂(死亡率分布曲線の標準

/ 偏若:)を求めたがいづれも0.33-

2圭 一26讐ん
､ 第 7園･柁 T々FるNl璃韻のiLEtlr_hiにされた'コクゾウ伐掛 の絶域茄にわける

紗:lL死亡坤.仏紙 (/tJ-JIの敦-●は'1fl.璃蒸.at隻兜を示す)好二軸は死
＼亡私 -榊 由は渡rE o ノ

をとづた即.戊は_?jYLllrT'.qのようである (柳T.()脱字はそれiZ!l
ぞれの霞のlLi.Dを777,-チ).

タ･前8#..･LlZ"-RI_Shi 20 qg/rd･
第2･圃IT3TJ樺茶にわける(第2淡兜とTrr失政柁

故I,fi:(M.I'.I).) との関内't

何によると M.lJ.D.LLT'J昭 ･:,T':にわけも択捉が棉加す

るにつれIc亨,h I々.=竹しているが,1~0,日g･/I.･別 封紺 点

として;,Lii二に粋 少していろ｡すなわちこれはコクゾ.)成虫

の悠受性が州 繋蒸b拙攻によってこのような壁化をあら

わすこと別 .tf'T.･しているO むつとヰ隅に申した幌 向組

はわずかに5つの点をもとにしてえがかれた もの であ

り,矧こ前波比の吻合の急激な斑化をだ裏こらの点によ＼
l

P5 ､

0.39ll-冒./i..の椛関内にあってほと

んどiT:Yi･'i;'色めなかつ./IO

^以上の‡.牧 はコクゾ11成心に別し

てCS2の致死1{郊比の披-mがその感

受払を低下さ.せることを77;したが,こゐ硯免が如IfIIJなる

樵作下に於ても見られるとほ-考えられないO約2問を見

fL:だけでも-･'･'U-席桝 .?1.17如 矧 こ恥､船 に向原な轡 比
の抵下が起るとはとても･yJ･えられないO-軌Inr1017)は〆

･ラ+I.)ヤコクブ久 (CL･.l..nrl'･.∫Lr'･こnNl"I,.)に即してrE32一

柳 】いて由はな班段を11'･つたが,紋の111鮫でd lTreru-

ll-igatcされた長山がすべての切付こ正･:.;S･のものIより･弧L､,

抵抗プjを於㌻純米とはならなかった｡もフとも彼持前煩 ー_

蒸ゐ相川に(.'-コ切 というきわめて御 心時間を用い て

＼
おり-,しかもその叩間を泣哩と同時に任意た襲えヱ行っ

ていもため･たと-A.昆虫が同じであっTtも著者わ結果と

僧 瑛比嘩することは許されないし,~文盲の結果が畢｣漣 ･i
蛇の麺 蒸呼 号坪 野 率で示芦隼 し.I.る点か6-し七も -:I

対比すべき資料とはならないたらう.前煉叢の濃鑑にま

って感受性撃化の程鑑がちがってくることはカイガラム

シn'jに封するrIOh'の場合にも軌察されている (YllSt

ctz一l･19･II)0 ヽ ~■■

-R氷は机何銭の時間として便宜上4時間を選び洩度を

担えてその)7m野を見たのであるが,この時間的焼付もま

た脚空.とともにこの感受性の奨化に開稀をもつことが充

分考えられ 773｡ しか,Lこの前燃蒸におけ畠時閑と漸 壁

とはそれ ぞ1.潤 立のものではなく,T投の怖蒸斑紋に､′/
おける流斑と時間の関係の如く,なく幣抜なTIKi戯舶掛こ

ある七考えられるから'それが感受性に封する作用足も
J

.･豆1
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むしろi･Fi者の Pruduotの如きものに砦fして詐J'17きれる

ことがよ1)望ましいように思う.

･父-ri;l統御 ･ら後根蕪まで?時間的経壁は･それ自体感,

受性対比に封すち把捉的原因ではないとしても;結刀工に･

おし.､てl'lu根岸の効果に藍粍を.もたらすことになるかも知 ･

れないoこのことについては芋者の比験結党からはT叫の

暗示も粘 れないが･中 仙 の ･の斑験甲 によれば -∴
-JrU横糸の洩度及び時間の如何にかかわらずグラナリヤ コ;

-2'舟 のCS:に封する感受性は前焼農の直後はむしろ正

で11[;のものより市乱が 3-4時間後に咋低下して蚊低とな

りその後徐々に増大してlL7-1C･時間以後は正常のものと.I′

,'はと,kど婁らないkETiを試すという.もしこqi;!i射 て背讃'--

､･の場合にもあてはまるとすれば前席崩の2嘩:tiJ後に感受l

ノ性をしらべた結先からはほとんどその影野を見FBL得な

■主ことになる,､しかし･IlHlにも述べjLと才GrJ彼の姥於は睡

J めて掛 川 の前橋薫を行った場合であって,それよりは ､′

るか1こ長い吋131のF'.,臓 薫を行った本改段の場合でも同様iiZI

Jな群,-Eiになると棚 王らないJiうう.前燥蒸後の吋抑こよ

I- つて感受性が壁化すろことifLi･.(1如 n(19.38)Iyutlt

: ?tal･(1-JI'lA)などによっても認められている｡

以上のような旺験とそれに封する考察がTEKi言放記せら`∫

れるものとすれば,いわゆる感受性に封する致死下難故

の作用蹴酪 よその渡姥と時間によって決定されそれは父

､ 柑Iury戯 副こつれて,あろ磨劫を元すというととができ

､ る｡脚 こその作用弧淀が環矧床作柑こ淵腔によっても左
ノ

右されることはカイガラムシ実刑こついてなされた坦駿か

･ ら推測する与とができる (rustc… ･(1tJ12&･.1tJl･1)〕
V 致死下繋iによる感受性を削ヒの扱梓について

S｡,I(191P 及び著渚の抜放の結果は底 菌 死欄⊂:ii て
鮎 ;グラ′ナ.)ヤコク.ゾウ及びコクゾ払成虫の.CS三に封す .-

る悠受性を壁化さttる41･斑を77<したらしかtlこう●し年襲

`.此現如 ;tこうして･tEるカ互 し､う横取こつい :7:はなんら知

るところでないa.GrlFtyaKirkptrick(10ご9)ほ始めて

で:.::.1.::I::L.)崇.'::'L.(:.'.:三:.,"''.I.i･:I-_(:I::誓 ､.I,.:.f･{:-:;:冒_!てこ,ct':::iL:,Li

梢を次のような 他説によ?て説明したO日日ち ｢依硯腔の

∴ ･l王ー9-N唇 らされ嘩 虫は呼吸の淡泊をともなうた→穫 一

～ / p噺酢 (Stupefaction)を起すっ このことはこれらの称 .

体が次につづいて行われるHON-0燥薫に於て正常のも :

-のに較べてより少いガスを坂入 す .Bという結果をも.たら

すだろうOそうしてそむ結果はこれらの個体の致死を- ▲･

胎はi･雅にする｣とし,iうのであるO彼等はこの場合の耽酔

一現免Ty柑='"Prott併livcsluperllOlion･,･(防護麻酔)一と名

付けた｡この似.説がまことにもっともらしいものである

ことはPiitltcttl).-(1931),Liudgrcn(1538),rust
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t 叫､

IctIll_･(19･lJlt113)等 か併光に於てそれが!.釈:即r･に支持さ

れている>_ii･斑からしても明かである｡しかしたとえこの

説lyは:紋等の場合ほぼ正しいものであるとしてもi放つヽ ′ノ
.た難軌 ′昆虫を肋 ､て行った本筑汲め切缶に=l･わ詔は,_班

依件に採用することはかなり危険であると考えねはなる

まい. Lilldgrcn(1938)は!Ⅰもd sczllcのほかグラナ.),､

ヤ =.クノゥ,ヒラタコケヌストモドキ及びテy.トウム../

ノの一櫨 (TILT,1,0(鮎Iiaco㌶1,JrgCnSGuJ71.)についてIIONヽ

の前癌苑の影響をしらべたがその結果はコクヌスト′.t･ド

キ及びテントウ'L1-㌢ではそのために感受性6,-鰍 ヒがl粧 .

こかまなからたという｡このちとは犀虫の轡 白が児れは

甲一準勅 ;作用した場合でも同じ彫項紬;見られるとは限 ､ 一､､

らなしに とを元す｡｢れ て用いる鄭 判がちがえはそのfJl･:I

用も見ると考えられるから虎虫の感受性登別ヒの扱隅も一㍍.I

然ちがったものでなければなきないと思われる0-71'カ ー-

イガラムデについてなき､れた･=れらのn掛 よ多くの切合

前械最後まもなく後場薫を梓つなもpであり'また後煉

議の時間も5-:;0分というきわめて短かい時間(それ(.i

.ま?}=くT王際的な指除に轡T'る械卿.-1明に軌 ､ものであ

るが)を用いている点などからしても儲省等の比験tlか

なr)ちがったものである｡､したがって関越となる械隅に√

関しては t一艇きりはなして考究するのが過笛ではなかろ

うか｡r ＼一

ここに著者は感受性曇削ヒのWPj''･の本態を知る轍 総 和

んとして次のような比験と拙･'F.Liを試みたっ′すなわち一CF32~̀-I-～ヽ

のi劉生が多くの場合良虫の呼吸作用によって著しくカが

ってくるという水如 lら'光づ[:lTJ燥崩後ゐコク ゾル成山 /i=

の呼吸が致死下弾道のCS東 よっ七如仙こ,'lmL箸をうける

かについてしらべてみたo r'PP･明星の測･J定は･Krollgllの

叫ororpq,irolllCtCr糾摘 願 の温蜘 '8'lGblg･/LJ. 二

の3底の個体それぞれ50頭について後伐議の約川 町 ′

前における6分間の巌素約粍亀を湘軍したO.W,u柑 院

について5回づ?Af-I-ったがその結果は各国の平均椴諌珊ちL-

差は斑扱訳差内時 分含まれる仕度であり何等宥恕の主ゴ ''

を示さなかった.前怯蒸後d時間句鮭移につれでT･吸の

鐙野 ;いか攣 るか隼準 しな応 加 れども･この紙

i7主からすればすくなく＼とも後檎蒜の直前には呼卿'rJIJの Y

程劇 こほとんど差議;ないものと考え右さとができるO

つぎにTILu横糸ゐ濃度によってコクゾウ成虫の招劫状JF'Ei

にどんなちがいが現汁るかを観劣亨したがその結光を賓的

すると,前燥請訓1及びその直後ではよ･り浪蛇の恥 ､16,,

:0.ll'gi/L･尾?個体に-櫨の執 ､肺肝状髄がみられたが

その裾奈々 にtlt_'tkL後IkR茶の跡泊に阻T,Liした時にはいj･

lれの匿の個妹もまったく正 敏の個体とノ外托上はなんらgi.

㊥ない描劫状態を戻し たOすなわちこ､の硯淡め紙犬とさ -･-
/ . ＼

}ヽ･Ir
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きの呼吸即l舵 の1!i-_rm iいづれも朽J/Jtlii的な寺川 7;に終った

ので,これらをもってしてはコクリ;17成虫の感受性蟹Tと

の弼恥 こつい-C.の桁,7治子-.L73ことは認めない｡･しかしす

くなくとも外比rlFJにはいわゆる 1-rOtCOlivcFtuPeri一Ction

のやうなlji負が'ならなかったということができるだろ.＼
うOこのことは SL!.I(仙 7)の述べるところとよく一致

-ナろO即ち彼はゲラj-I)ヤコクゾウの糊付,CSeのItJTu畑

謝 こよりてそ97:iBA柱やや圃 余になったわ ーどもP･,Jも転

(･･快和してそこには麻酔のよ.うな状掛 ままったくみられ

なかったと述べており,こゐことからさらた彼は祝祭が

I.きわめて困難なカイガラムシ..の場合には-たしてかかる肺

酢現如 ;みられたかどうか甚だ疑問であるとしている｡

ii=ヨ

いろな濃度 (0.も=omg･/TJ.)を肌 ､て前障遷 (4時.FHl)

･をfT･L､その=ll時間後にそれぞれについて後標,J'I;(･o･1時間)′I

･を行って 濃敢死亡率 尉鋲をl,f(め比較検討した; (鵠 1

鎚及び的1脚) ､､､･ ノ

巴. コクゾウE5'虫の感受性は前焼還によって一般に淑

じたが,その柁皮は13純繋蒸ゐ濃度によって左右されるL･'

以上の妊級的IJr･nlと考窮とはコクゾウの場合の感受性 一

壁化の機構を恐らくは他に淡めねはならぬことを暗流ナ ノ

るO､ここに注目,すべきことは一般の難理囲 矧 こ於て難

め.6れている視索にい最ゆる習m･性 (Gcwt'1,hnung)とい

って或る睦の郊物 (:E･ル ヒネ,アルコールなど)を逮川
することにより生休の感女性が灯下するということさあ

も｡これは生体細胞 (主として耐紐細胞)b判 勿煉腔が

反毛締り蛾の･/=めに低下するごとがその本態であるとされ

軸物の位人に封して生伽 :,I-I;ナ一緒のIr耶腰現数と考えも

れ 七い るが,la虫に於七もふかる現攻が仔在しないで

あ18うか｡これらのことについては今後の研究にまちLj=

い〇 ′

W 捕 '･要

1･ コクゾウ成山の晦1こ空け る感受性がその致死下 ＼

き鞍故によって如rl.Jに壁ちかをしらべろため,CEie(5いろ

とを茄した｡(･41';!日EF･7) / ＼ し

:I. 仇蛾崩によろ嘘受性饗化の拭構にかんして若干の

考/y;亨を1̂j:う･/=｡
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